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　（１）事業者名及び代表者名
株式会社　エノキ工作所
代表取締役　榎津　武志

　（２）所在地
〒470-0375　愛知県豊田市亀首町雁ヶ根44番地
ＵＲＬ：http://www.kk-enoki.co.jp/

　（３）環境保全関係の責任者及び連絡先
責任者：環境管理責任者　鈴木 貴久
連絡先：ＴＥＬ　0565-45-0440

ＦＡＸ　0565-45-4823
Ｅmail  s.takahisa@kk-enoki.co.jp

　（４）事業内容
旋盤加工・マシニング加工の技術を用いた自動車部品の製造

　（５）事業規模

認証登録範囲
組織：本社・工場
活動：事業内容と同じ

2021年度

2,891.56㎡延床面積

年度

敷地面積
従業員数
売上高

3,348.50㎡

2020年度

96名
3,348.50㎡

98名
728百万円562百万円

１．組織の概要

　　２．対象範囲

2022年度
710百万円

98名
3,348.50㎡

2,891.56㎡2,891.56㎡



（１）当社に適用される法規制、当社が同意するその他の要求事項を遵
      守します。

（２）次の事項について具体的な環境経営目標・環境経営活動計画を
      定め実施します。

　　 ①事業活動で使用する電力使用量及び燃料使用量の削減に取組み、
　　　 二酸化炭素の排出量を削減します。

     ②分別の徹底・リサイクルの推進につとめ廃棄物排出量を削減し
　　   ます。

 　　③節水につとめ水使用量を削減します。

 　　④工場周辺の清掃など社会貢献活動を積極的に行います。

 　　⑤事業活動において業務の効率化推進に努め、不良率の改善を促進
　　　 します。

（３）本方針を全社員に周知し、環境経営システムの継続的改善を進め
　　　　　　ます。

（４）環境への取組みを環境経営レポートとして取り纏め公表します。

制定日 ２００９年１０月　１日
改定日 ２０２０年　６月１５日

株式会社エノキ工作所
代表取締役

３．環境経営方針

　株式会社エノキ工作所は、「必要を見つけ、それを満たす」の社是の下、
自動車部品の切削加工の事業活動において、環境に影響する業務がある
ことを認識し、環境経営システムを構築し、運用することにより、環境
保全活動を全社員で自主的積極的に推進します。

《 環 境 理 念 》

環 境 経 営 方 針

　榎津 武志

《 環 境 保 全 へ の 行 動 指 針 》



2018年度 2021年度 2022年度 2023年度

（基準年度） (基準年-2％) (基準年-2％) (基準年-2％)

kWh/百万円 2,393 2,345 2,345 2,345

kg-co2/百万円 1,136 1,113 1,113 1,113

kg 2,150 2,107 2,107 2,107

kg/百万円 3.68 3.60 3.60 3.60

t 16.29 15.96 15.96 15.96

t/百万円 0.03 0.03 0.03 0.03

㎥ 1,395 1,367 1,367 1,367

㎥/人 14.53 14.24 14.24 14.24

総量 回/月 1 1 1 1

総量 件数 8 8 8 8

基準年

※１：電力使用量のCO2排出係数は中部電力の２０１７年度調整後排出係数0.472kg-C02/kWhを

使用。

※２：化石燃料としてガソリンと軽油を使用していますが、二酸化炭素の排出量寄与率が

　　　１％未満のため、個別目標は作成しませんが、二酸化炭素排出量には含みます。

※３：一般廃棄物は可燃ごみを対象にしています。

※４：化学物質の使用はありません。

※５：2020年度以降の目標については、新型コロナの影響により売り上げの減少が

　　　見込まれ予測が不明瞭の為、基準年-2％の目標とした。

1,399,659

単位

原単位

４．環境経営目標

人員数（人）

売上金額（百万円）

電力使用量（kWh）

664,361

585

96

二酸化炭素排出量（kg-co2）

不良率の改善

社会貢献活動の推進

業務の効率化推進

工場周辺清掃の実施

目標種別
（年度は2月～翌年1月）

原単位

原単位

原単位

一般廃棄物の排出
量削減

産業廃棄物の排出
量削減

上水使用量の削減

中期の削減目標等

取り組み項目

二酸化炭素排出量
の削減

廃棄物の排出量削
減

水使用量の削減

環境経営方針

電力の使用量削減（※１）



具体的な取り組み内容

総務・品質管理

５．環境経営計画

(2)マイ箸の使用による割り箸等のゴミ削減

担当部署

不良率の改善 全社

全社

(2)節水ステッカーの表示

(2)廃プラや廃油の再利用の推進

(1)手洗い時に水を流しっ放しにしないよう徹底

総務

全社

製造・品質管理

(1)両面コピー、裏紙使用を推進し、紙使用量の削減

一般廃棄物の
削減

取り組み項目

電力の削減 (3)未使用PCの電源off

(4)節電意識の向上

(5)節電表示の徹底

工場周辺清掃の
実施

全社

産業廃棄物の
削減

(1)ゴミの分別の徹底、排出量の実績把握

(1)使用時以外の場所は消灯と機械電源オフの徹底

全社

全社

総務

総務

(3)軍手やゴム手袋の再利用の推進

上水使用量の
削減

全社

環境管理責任者(3)水道配管からの漏洩を定期的に点検（月１回）

(1)毎週のリーダー会議で不良率削減の推進

(1)点検表を作成し、清掃活動へ意識向上の推進

全社

(2)冷暖房の室温設定の徹底(夏：26°冬20°)

実施期間　2022年2月～2023年1月

全社



○：実施できた　△：一部実施できなかった　×：実施できなかった

○

(1)点検表を作成し、清掃活動へ意識向上の推進

○

(3)水道配管からの漏洩を定期的に点検（月１回） △

一般廃棄物の
削減

不良率の改善 (1)毎週のリーダー会議で不良率削減の推進

(2)マイ箸の使用による割り箸等のゴミ削減 △

(3)軍手やゴム手袋の再利用の推進 ○

産業廃棄物の
削減

工場周辺清掃の
実施

実施期間　2022年2月～2023年1月

○

(1)両面コピー、裏紙使用を推進し、紙使用量の削減 ○

○

(2)節水ステッカーの表示

６-１．環境経営計画に基づき実施した取り組み内容

○

(2)冷暖房の室温設定の徹底(夏：26°冬20°)

(1)ゴミの分別の徹底、排出量の実績把握 ○

(2)廃プラや廃油の再利用の推進 ○

(1)使用時以外の場所は消灯と機械電源オフの徹底

(5)節電表示の徹底 ○

取り組み項目 具体的な取り組み内容 評価

○

(3)未使用PCの電源off

(1)手洗い時に水を流しっ放しにしないよう徹底

○

(4)節電意識の向上 ○

上水使用量の
削減

電力の削減



作成日： 2014年 5月 9日

改定日： 2022年 7月20日
作成者： 鈴木　貴久
承認者： 榎津　武志
従業員数：　　　96 人
4時間未満/日：   0 人
4時間以上/日：  96 人

1F/2F 3F/4F 第2工場 第3,4工場

役割・責任・権限

代表者

６-２．ＥＡ２１実施体制図

(3名)

責任・権限担当者

代表者：榎津 武志 社長

環境管理責任者：鈴木 貴久

鈴木 貴久

製造部

品質管理部

環境管理責任者

役割

・課題とチャンスの明確化
・環境経営方針の作成、実施体制の構築、環境管理責任者の
任命、資源(人員・設備・費用等)の準備、代表者による全体の
評価と見直し・指示

・代表者に代わり、環境経営システムを構築・運用・維持
し、その状況を代表者に報告する
・外部からの苦情等の受付と必要な対応及び結果の記録
・環境経営レポートの作成

榎津 武志 社長

担当者 全従業員 ・EA２１取り組み実施

責任者 各部署長

総務部 製造部

・EA２１取り組み実施、実施状況確認・報告



2018年度 2022年度

（基準年度） (基準年-2％)

kWh/百万円 2,393 2,345 2,499 4% ×

kg-co2/百万円 1,136 1,113 1,014 -11% ○

kg 2,150 2,107 2,048 -5% ○

kg/百万円 3.68 3.60 2.88 -22% ○

t 16.29 15.96 24.65 51% ×

t/百万円 0.03 0.03 0.03 25% ×

㎥ 1,395 1,367 1,311 -6% ○

㎥/人 14.53 14.24 13.38 -8% ○

回/月 1 1 1 - ○

件数 8 8 13 - ×

実績

※１：電力使用量のCO2排出係数は中部電力の2021年度排出係数0.449kg-C02/kWhを

使用。

※２：化石燃料としてガソリンと軽油を使用していますが、二酸化炭素の排出量寄与率が

　　　１％未満のため、個別目標は作成しませんが、二酸化炭素排出量には含みます。

※３：一般廃棄物は可燃ごみを対象にしています。

※４：化学物質の使用はありません。

※５：2020年度以降の目標については、新型コロナの影響により売り上げの減少が

　　　見込まれ予測が不明瞭の為、基準年-2％の目標とした。

一般廃棄物の排出
量削減

実績値

工場周辺清掃の実施

業務の効率化推進

取り組み項目

７-１．環境経営目標の実績

電力の使用量削減

社会貢献活動の推進

取組期間の削減目標等

産業廃棄物の排出
量削減

水使用量の削減 上水使用量の削減

電力使用量（kWh）

人員数（人） 98

売上金額（百万円） 710

不良率の改善

1,774,142

二酸化炭素排出量（kg-co2）

単位

808,343

廃棄物の
排出量削減

二酸化炭素
排出量の削減

環境経営方針
評価

（基準年対比）



環境経営目標について、2023年度もコロナの影響により見通しが不透明なため、
2023年度は当初の計画通りに目標を設定し、2024年度以降は2023年度を基準年
とした目標を設定し、活動に取り組んでいきます。

上水使用量の
削減

目標達成できませんでした。
変化点時の処置が不適切でした。
変化点・異常時の処置の管理を徹底して進めます。

毎月の実施を継続しましたので、引き続き実施していきます。
工場周辺清掃の

実施

７-３．次年度の環境経営目標および環境経営計画

基準年度対比：2％削減目標で活動しましたが、10%以上の達成となりまし
た。
売り上げの増加と新型設備の導入による節電効果が影響していると思われ
ます。

一般廃棄物の
排出量削減

基準年度対比：2％削減目標で活動しましたが、排出量は5％削減、原単位
比は22％削減し目標達成でした。
稼働減により軍手等の使用量が減ったためと思われます。

産業廃棄物の
排出量削減

基準年度対比：2％削減目標で活動しましたが、排出量は51％増加、原単位
比は25％増加し、目標未達成でした。設備入れ替えによって排出量が一時
的に増加してしまった。

基準年度対比：2％削減目標で活動しましたが、排水量は6％削減、原単位
比は8％削減し目標達成でした。
タンクの水漏れを改善したことが影響していると思われます。

取り組み項目 取組み結果とその評価

電力の使用量
削減

二酸化炭素
排出量の削減

二酸化炭素排出量の98.5％は電力使用量によるものである。
電力の使用量削減と評価は同じ。

７-２．環境経営計画の取組み結果とその評価

不良率の改善



・当社に適用となる主な環境関連法規等

環境関連法規等について遵守状況をチェックしたところ、違反はありませんでした。

また、過去３年間、関係当局からの違反等の指摘、住民等からの苦情、訴訟等について、
問題がありませんでした。

遵守すべき事項

作成者：環境管理責任者
評価日：2023年　3月 4日

法律名 遵守状況

・産業廃棄物業者の許可証確認・写し保管

８．環境関連法規などの遵守状況の確認及び違反、訴訟などの有無

・機器の簡易点検の実施

・特定施設の届出（空気圧縮機）

・産業廃棄物管理票交付等状況報告書の提出

遵　守

・マニフェストの発行・保管管理

自動車リサイクル法

家電リサイクル法

騒音・振動規制法

・産業廃棄物処理業者の現地確認（優良認定事
業者）

・修理、廃棄時の適正処置

・使用済みは業者へ引渡し

・規制基準の遵守（空気圧縮機）
・騒音規制法：第3種区域(市街化調整区域)
              朝・夕55dB,昼60dB,夜50dB
・振動規制法：第二種区域1(市街化調整区域)
              昼65dB,夜60dB

廃棄物処理法

フロン排出抑制法

遵　守

遵　守

・使用済みは業者へ引渡し

遵　守

遵　守

当該期間の
廃棄無し

・産業廃棄物処理委託契約書の締結



　１．環境経営目標とその達成状況（達成した場合は設定に問題が無かったか、次年度の
　　　目標設定について、未達成の場合は原因と次年度の目標や対応策について記載）

　　　・コロナの影響度合いに合わせて目標を設定する。今年度は影響度合いが不明な
　　　　ため、目標の見直しは行わず、当初の目標で活動する。

　２．環境経営計画の実施状況（取組に問題が無かったか、次年度の取組について記載）

　・朝礼や会議で意見があれば出し合っていく。
　・今後の新設設備は、引き続き省エネ型の設備を導入。
　・夏場のエアコンの温度は23°設定で可。（人命優先）
　・散水の実施等、屋外作業者（リフトマン・トラック乗務員）の安全を守る。
　・エアー漏れを監視できるように。

　３．環境関連法規の見直し・遵守状況

　・関連法規の違反はありません

　４．外部からの苦情等の受付結果

　・外部からの苦情等は一切ありません

　５．問題点の是正予防報告書

　・コロナ禍の影響が大きく、単純な計算の評価が難しいため、今期は問題点と捉えない

　評価結果
　　１．環境経営システム　　　　　　　　　　有効に機能している・機能していない
　　２．環境への取組み　　　　　　　　　　　適切である・一部適切でない

　変更判断・指示
　　１．環境経営方針の変更 有・無
　　２．環境経営目標の変更 有・無
　　３．環境経営計画の変更 有・無
　　４．実施体制の変更 有・無

　変更の理由と環境管理責任者への指示事項

　代表者メッセージ
　　　・日頃から５Ｓに取り組み、必要以上に物を置かないこと。
　　　・ムリ・ムラ・ムダをなくすこと。

代表者による変更の必要性の判断・指示
改訂日：    年   月  日

システムの有効性、取組の適切性を評価する」

作成者：環境管理責任者
作成日：2023年　3月 4日

作成者：代表者　榎津武志
作成日：2023年　3月 4日

９．代表者による全体の取組状況の評価及び見直し・指示
「代表者は全体見直しに必要な情報を収集・環境管理責任者に報告を求め、

環境管理責任者による見直しに必要なコメント
改訂日：    年   月  日


